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 高度産業科学技術研究所付置の放射光光源装置「ニュースバル」では、放射光の産業利用が行われている。

ニュースバルは、電磁石とその電源、大電力高周波発生装置、超高真空装置、高精度モニター、各種挿入光

源、放射線管理システム、制御計算機システム等からなる複合装置で、大小様々な R&D や性能改善が日常的

に行われている。この装置全体を一体として捉えた、ビーム物理学に基づく性能改善の他、電子ビームモニ

ターなどの要素器機の開発を性能改善に繋げている。 

  蓄積電子ビームの大強度化に伴うビームの集団効果による不安定性に関しては、(1) 高周波加速空洞によ

る横方向不安定性の定量的解析研究、(2) また残留ガスのイオン化とこれの電子ビームによる捕獲に関する

研究などを行っている。更に、高周波６極電磁石による不安定抑制の実証実験を SPring-8 と共同で進めてい

る。 

 また、トップアップ運転に関係した研究では、セプタム電磁石の漏洩磁場の補正を、蓄積電子ビームをプ

ローブとして行う研究を進めている。 
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 ニュースバルでは３種類の電子ビームからのコヒーレント光が観測されており、これらの実用化に向けた

研究を行っている。 

 第一に疑アイソクロナス運転によるバンチ圧縮を行い、安定なコヒーレント光の観測に成功している。更

にこの条件下に置ける各種安定条件の、ビーム物理学的解析うを進めている。 

 第二に、線形加速器で圧縮したビームを蓄積リングで周回させ、短バンチで大強度の、コヒーレントなパ

ルス放射光列を発生させる研究を行っている。発生は一時的であるが、上記第一のコヒーレント光より大強

度が得られる。 

 第三に、ビーム不安定性に起因するバースト的コヒーレント光発生である。前述の２タイプより不安定で

あるが、その時間構造を高速検出器で測定し、結果を統計的に解析する事により、実用化レベルを定量化す

る研究を行っている。 

 

 

IIIビーム診断装置の開発 
Development of Beam Diagnostics 
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 工学研究科との共同研究で、Laser Compton Backscattering により発生したγ線を用いた、ビーム診断
法の実験的研究を行っている。これは可視光ビーム・プロファイルやダブル・スリット干渉計測と相補的な

ビーム・サイズ・モニターであり、ビーム性能を総合的に把握する上で欠かせないものである。ベータトロ

ン振動の位相空間での挙動を視覚的に把握する、所謂ポアンカレ・マップの取得システムを構築し、長尺ア

ンジュレータなどの高次非線形磁場による影響を定量的に把握する研究を行っている。 
 更に、蓄積リングをモニターの一種とする事による電子線形加速器ビームの、バンチ別エネルギー分布モ

ニターの開発を行った。更に蓄積電子ビームを用いて捩れ４極磁場成分のビーム軸方向分布を計測する技術

を開発している。 
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